
 
 
 
 

（市長記者会見資料） 

平 成 １ ７ 年 ２ 月 ４ 日 

京 都 市             

  担当 理財局財務部主計課 

          TEL  ２２２－３２９１ 

 

平成 17 年度当初予算(案)について 

１ 一般会計予算の規模 

平成 17 年度(案) 平成 16 年度 差   引 伸 び 率 

（６４億円） 

６，９０２億円  

 

６，５５２億円 

 

３５０億円 

 

５．３％ 

※ 「平成 17 年度(案)」欄の上段（ ）書きは，京北町との合併に伴い必要となる予算で内数 

＜参考＞主な増要素 中小企業金融対策預託金 ＋193 億円（⑯282 億円→⑰475 億円） 

          生活保護費 ＋ 58 億円（⑯618 億円→⑰676 億円） 

２ 主 な 財 源          
（単位：億円） 

差  引 
区   分 

平成 17 年度(案)

Ａ

平成 16 年度 

Ｂ

中 期 財 政 

収支見通し Ｃ Ａ－Ｂ Ａ－Ｃ 

市 税 
（６）

２，３６２ 

 

２，３０９ 

 

２，３３７ 

 

５３ 

 

２５ 

地 方 譲 与 税 

府 税 交 付 金 

（１３）

３６３ 

 

３２７ 

 

３２３ 

 

３６ 

 

４０ 

地 方 交 付 税 

臨時財政対策債 

（３２）

１，０８９ 

 

１，１５０ 

 

１，０５７ 

 

△６１ 

 

３２ 

地方特例交付金 

そ の 他 

（０）

１７４ 

 

１７１ 

 

１６０ 

 

３ 

 

１４ 

※ 「平成 17 年度(案)」欄の上段（ ）書きは，京北町との合併に伴う増加分で内数 

※ 「中期財政収支見通し」欄は昨年 7 月に策定した「財政健全化プラン」に掲載した数値 

３ 予 算 編 成 の 特 徴 

  「新京都市都市経営戦略」に基づき策定した「市政改革実行プラン」と「財政

健全化プラン」の取組を進め，市税軽減措置の整理合理化をはじめとする歳入の

確保と，事務事業の徹底した見直しなどによる局裁量枠の圧縮，職員数の適正化

等による総人件費の抑制などによる義務費等枠の縮減に努めた。こうして確保 

した貴重な財源により，「基本計画第 2 次推進プラン」を，年次計画に従い着実に

推進する「市民の安心安全と将来の京都を見据えたマニフェスト実現の有言実行

予算」として編成した。とりわけ，政策重点化枠については，「財政健全化プラン」

に示したとおり４０億円の財源を確保し，「政策重点化方針」に掲げる次の政策 

分野に重点的に配分した。 

（１）歴史都市・京都の創生と文化の薫る美しいまちづくり 
（２）区役所を核とした市民参加による安心安全で魅力ある地域まちづくりの推進 

（３）環境をあらゆる政策の基本とした環境共生型都市の実現 

（４）すべての市民が安らぎをもって暮らせる福祉のまちづくり 

（５）子育て支援と学校教育の充実 

（６）力強い京都経済の再生と都市基盤整備 



 
４ 主な施策・事業の一例 

【安心・安全】 

(1) 水災予測システム（仮称）整備              １４，０００千円 

昨年は，台風２３号をはじめ，度重なる台風の上陸や局地的な集中豪雨による河川の氾濫

など多くの水災が発生し，本市においても，１時間当たり１０２ｍｍの集中豪雨が記録され

た。河川の氾濫や家屋，道路への被害の危険性はもとより，市街地・地下空間への浸水等に

備えるため，市内３７箇所にある雨量計の観測データ等を活用して，市内全域を対象に，ど

の地域で，いつ頃，どの程度の浸水被害が発生するかを予測する水災予測システムを全国で

初めて開発し，避難指示等の的確・迅速な判断と情報提供を行う。 

 

＜事業概要＞ 

○取組内容 

（ア）水災シミュレーションの開発 

   河川の氾濫等による浸水をリアルタイムに予測するシステム開発 

[活用データ] 

降雨量データ，地域の高低差データ，下水・河川の排水処理能力データ， 

降雨予測データ等 

（イ）市民への情報連絡体制の構築 

（ウ）検討委員会の設置 

 システムの整備に当り，学識経 

験者や関係機関で構成する委員会 

を設置し，以下を検討する 

・水災シミュレーション 

・避難指示のあり方等 

・市民等への情報提供 

 

 ○スケジュール（予定） 

平成１７年度…基本設計・検 

討委員会設置 

平成１８年度…実施設計 

平成１９年度…システム完成 

平成２０年度…運用開始 

 

 

 

 

 

　気象情報（警報・注意報）
　雨量情報
　河川情報

防災情報システム

インターネット

区災害対策本部

携帯メール

水災予測システム

高低差
データ

下水・河川等
排水能力

降雨量
データ

降雨予測
データ

水災シミュレーション

シミュレーション結果

短時間降雨予測

気象協会

雨量計 雨量計 雨量計 雨量計

京都市雨量観測システム（３７箇所リアルタイム雨量）

水災予測システム（仮称）イメージ図

消防団・自主防災会等

避難勧告・指示
を決定

京都市災害対策本部

避難勧告・指示
等の情報



 
【環境】 

(2) プラスチック製容器包装の分別・リサイクルの推進      １３０，０００千円 

環境負荷が少なく持続可能な循環型社会を実現するため，トレイ，カップ，パッ

ク等のプラスチック製容器包装の分別収集・リサイクルを，現在，市内の約１割強

に当たる７万２千世帯で実施しているが，平成１９年度には，市内６４万世帯の全

世帯に拡大していく。 

そのため，平成１７年度は，拡大に必要な中間処理施設の場所を決定したうえで，

整備に必要な環境影響調査や設計等に着手する。 

 

＜事業概要＞ 

  収集計画量  １１，２８３t/年（平成１９年度） 

  収集体制   現行方法（パッカー車） 

  中間処理施設 環境局所管の既存施設を活用する方向で検討 能力：６０t/日 

  スケジュール 平成１７年度 環境影響調査，設計等 

         平成１８年度 着工 

         平成１９年度 施設稼動 ＜分別収集全世帯拡大＞ 

 

 ＜「プラスチック製容器包装の分別収集・リサイクル」のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

＜選別＞…プラスチック製容器包装  ＜圧縮＞…選別したプラスチック 

以外の物を選別，除去        製容器を圧縮 

    

 

    

 

 

製鉄所で使用するコー

クスの代替剤等として

リサイクル 



 
【交通・市民生活】 

(3) 小型バス・乗合タクシー代替モデル実証実験        １０，０００千円 

  「京都のバス事業を考える会」からの「生活支援路線のより効率的・効果的な確保策」に

ついての中間答申を踏まえ，生活支援路線の利用人数に応じ，現在の大型バス・中型バスに

替えて，民間交通事業者の創意工夫を活かした小型バスや乗合タクシーによる代替モデル実

証実験を行う。 

 

＜事業概要＞ 

  ○代替モデル実証実験の候補路線（実証実験の４つのモデルケースと，候補となる８路線） 

・小型バスにより終日代替運行するもの（１６号，南８号） 

     ・乗合タクシーにより終日代替運行するもの（８４号，臨南５号） 

     ・乗合タクシーにより早朝・夜間代替運行するもの（４２号，４３号） 

     ・小型バス又は乗合タクシーにより早朝・夜間一部区間を代替運行するもの（３１号，６５号） 

  ○事業内容 

   ・小型バス，乗合タクシーによる代替運行（本予算には含まず✽１） 

   ・利用者，沿線住民等へのアンケートの実施等モデル実証実験の検証 

  ○実施期間 

   平成１７年７月から平成１８年３月まで 

 

    ✽１… 代替運行に要する主な経費として，人件費，運賃箱の設置や行き先等の表示と

いった車体改造費等が必要であり，別途，公営企業会計から支出予定。 

       なお，民間事業者の参画状況や運営体制に応じて，代替運行に要する経費が算

出されるため，現時点では，金額は未定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
【京都創生】 

(4) 歴史都市・京都の景観づくりの推進 

時を超え光り輝く京都の景観づくり事業                ２０，０００千円 

本市では，歴史都市・京都創生の大きな柱である「景観の保全・再生」のため，これま

でから全国に先駆けて美観地区，風致地区などの広域的な指定や土地の買い上げなど，先

進的な景観政策を推進してきたが，都心部での京町家の急速な減少や中高層建築物の増加

などにより，景観の保全・再生は困難な状況に直面している。 

そのような状況の下，平成１６年に日本で初めての景観に関する総合的な法律である

「景観法」（平成１７年完全施行）が制定された。これを契機に，これまでの本市の景観

政策を総括し，「地域の特色に応じた景観の規制・誘導の展開」と「景観重要建造物

の指定」を取組の柱に，より効果的，総合的な景観制度として再編・拡充する「時を

超え光り輝く京都の景観づくり事業」を実施する。 

＜概要＞ 

○地域の特色に応じた景観の規制・誘導 

・既存の規制地区の見直しと拡大 

・景観形成の重点区域となる「景観地区」の指定 

・景観重要公共施設（景観計画に定めた道路・河川等）と一体となった 

景観創出  等 

○「景観重要建造物」の指定 

・京町家などを地域の景観上の核となる「景観重要建造物」に指定し，相続税

の評価の引き下げ措置を受けられるようにする 

・景観整備機構（良好な景観形成のための業務を行う財団法人やＮＰＯ等）が

景観重要建造物を管理できるようにし，所有者の維持・管理等の負担を軽減 

（１７年度の取組） 

・「時を超え光り輝く京都の景観づくり審議会」（仮称）の設置 

  ・第１次景観計画（既存の景観政策や景観重要建造物の指定方針などを盛り込

んだもの）策定 

・景観重要建造物及び景観整備機構の指定 

 

「守っていきたい京都の風景」保全ガイドラインの策定          ５，０００千円 

    京都の市街地から三方の山並みを遠くに望む風景（眺望景観）は，市民のみなら

ず，国内外の多くの人々から広く愛されてきた。 

しかし，近年の町並みの変化により，眺望が阻害される事例が次第に増えてき

ていることから，従来の庭園からの「借景」にとどまらず，公共的な場所や橋の

上などから鴨川や三山を見た場合などの優れた眺望景観を守るため，眺望場所

（視点場）や眺望対象を特定するとともに，保全するためのきめ細やかなガイド

ラインを策定するものである。 



 
＜事業概要＞ 

  今後実施する眺望景観に関する市民意見募集を踏まえ，保全すべき眺望景観につ

いて，視点場や背景となる景観の選定，阻害要因等の詳細調査を実施し，それぞれ

の景観特性や課題などを明らかにしてガイドラインを策定する。 

○スケジュール 

  平成１７年度 調査の実施 

  平成１８年度 ガイドラインの策定 

 

※ 眺望景観 

神社仏閣の建物や庭園をはじめ，河川や橋，道路といった近くの景色と，

その背景に広がる山並みなどが調和したもの（借景も含まれる） 

 

○眺望景観のイメージ図           

                        

（ 桂 川 左 岸 か ら 嵐 山 を 背 景 に 渡 月

橋 を見 た眺 望 景 観 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 

視点場

視線 

＜イメージ図＞



 
【５０００万人観光都市】 

(5) 京都ならではの新・観光推進事業の展開          ８１，０００千円 

    京都市では，「５０００万人観光都市・京都」の実現を目指し，オール京都で京都ならで

はの観光政策を積極的に推進しており，入洛観光客数が３年連続で過去最高を記録している。

こうした京都観光の流れを加速させ，更なる観光客数の増加を図るためには，参加体験型へ

の観光形態の変化に対応し，オフシーズンの集客，滞在・宿泊型観光を促進する事業展開が

不可欠である。そこで，新たな体感型観光事業を創出するとともに，京都の風物詩として定

着した「京都・花灯路」を嵐山・嵯峨野地域でも開催する。 

 

＜事業概要＞ 

  ○新・体感型観光推進事業                      １５,０００千円 

    … 観光形態がこれまでの物見遊山的な観光から，参加体験型にシフトしてきている中，

こうした変化に的確に対応していくために，冬のオフシーズンを中心に，旅行会社，

地元観光関連業界の協力を得て，京都府等とも連携しながら，地域に根ざした珠玉

の観光資源を発掘・開発し，多彩なジャンルにわたって京都でなければ体験できな

い１００以上の体感型イベントを市内一円で実施する。 

      ジャンルとそのイベント例 

「京の味」･･･京野菜収穫と京の味・技体験  

「京のながめ」･･･プロカメラマンとともに世界文化遺産を巡るフォトウォーク 

「京のものづくり」･･･自分で作った茶碗での茶の湯体験 

「京のくらし」･･･花街に残る「おばけ」の風習にちなんだ京風仮装イベント 

「京の芸術」･･･寺院や神社・町家等で行うクラシック音楽の演奏 

「京の伝統」･･･五条大橋から義経の時代に思いを馳せ，琵琶弾き語りを鑑賞 

「京のまなび」･･･京都ゆかりの文学者の足跡を解説つきで辿るウォーク 

 

  ○京都・花灯路「東山事業」，「あらしやま さがの事業（仮称）」        ６６,０００千円 

    … 「５０００万人観光都市・京都」実現のシンボル事業として，京都市が中心となっ

てオール京都の体制で東山地域において平成１４年度から毎年３月に開催してきた

「京都・花灯路」を，平成１７年度から新たに嵐山・嵯峨野地域でも開催する。 

内  容：露地行灯による「灯りと花の路」等。「あらしやま さがの事業」で

は渡月橋周辺でのライトアップも予定。 

開催時期：①あらしやま さがの事業  平成１７年１２月（予定） 

 ②東山事業         平成１８年３月（予定） 

 

 

 

 



 
【子育て支援】 

(6) 保育所及び学童保育の待機児童ゼロ実現        １，０４１，０７０千円 

少子化や核家族化など世帯構造の変化が進む中，２１世紀の主人公である子ども

の成長を社会全体で支えていくことは，重要であり，施設の整備等により，保育

所及び学童保育の待機児童をゼロにする。 

 

＜事業概要＞ 

（ア）保育所待機児童の解消 

保育所の新設や増築，及び定員増による入所枠の拡大等を図り，待機児童を解

消する。 

○保育所整備等による定員増（合計３６５人） 

①新 設 に よ る 増…２４０人（３箇所） 

②増 築 に よ る 増… ７５人（３箇所） 

③定 員 増   … ５０人（４箇所） 

※＜平成１７年度 保育所整備等＞  

   区名 名称  

   中京区 京都市御池保育所（仮称）⑯～継続  

 ①新設 西京区 桂坂地区保育所（仮称）  

   伏見区 羽束師地区保育所（仮称）  

   右京区 西京極保育所  

 ②増築 西京区 つみき保育園  

   西京区 みつばち保育園  

   左京区 実相院保育園  

 ③定員増 東山区 東福寺保育園  

   山科区 大宅保育園  

   山科区 椥辻保育園  

 

○地域間格差是正のための送迎事業の試行実施 

 保育需要が高い地域の児童を定員に余裕がある保育所へ送迎する事業を試行

的に実施する。 

 

（イ） 学童保育待機児童の解消 

児童館の新設や増築，地域学童クラブの開設や学童クラブ分室の整備，臨時職員の配置

による受入れ児童数の拡大を図り，待機児童を解消する。 

○施設整備等による受入増（合計４００人） 

①児 童 館 新 設 に よ る 増…２４０人（４箇所／うち２箇所１２０人分は，⑰設計のみ） 

②児 童 館 増 築 等 に よ る 増… ８０人（４箇所） 

③地域学童クラブ開設による増… ２０人（１箇所） 

④仮設学童クラブ分室の整備による増… ６０人（３箇所） 



 
         

   

 

※＜平成１７年度 学童保育施設整備＞  

        区名 名称  

        左京区 上高野児童館（仮称）  

 ① 児童館新設 右京区 葛野児童館（仮称） ⑯～継続 ⑯工事着手（継続） 

     西京区 上里児童館（仮称）  ⑰設計  

     伏見区 久我の杜児童館（仮称）⑰設計  

    下京区 
七条第三学童クラブ分室（仮称） 

（七条小学校内） 
 

 ② 児童館増築等 山科区 
四ノ宮児童館学童クラブ分室（仮称） 

（音羽小学校内） 
 

    伏見区 住吉児童館  

    伏見区 神川北児童館  

 ③ 地域学童クラブ開設 伏見区 
春日野園地域学童クラブ（仮称）

（春日野園（保育園）内） 
 

     右京区 
梅津児童館学童クラブ分室（仮称）

（梅津北小学校内） 
 

 ④ 仮設学童クラブ分室整備 西京区 
大原野児童館学童クラブ分室（仮称）

（上里小学校内） 
 

     伏見区 
神川児童館学童クラブ分室（仮称）

（久我の杜小学校内） 
 

 

   ※学童保育 

…両親の共働き等の事情により，昼間留守になる家庭の低学年児童を対象に，放課後 

の児童の生活の場として，児童館及び学童保育所（小学校等の施設を活用するものを 

含む）において実施している。  

   ※地域学童クラブ事業 

…児童館，学童保育所が近隣にない地域において，児童館を整備するまでの間，社会 

福祉法人等が自主的に，放課後の児童の生活の場として，保育園等で実施している。 

※仮設学童クラブ分室 

…学童保育需要の高い地域において，児童館を整備するまでの間，放課後の児童の生

活の場として，小学校の空き教室などを活用して実施する。 

 

 

 

 

 

 

 



 
【信頼とパートナーシップ】 

(7) 個性豊かな区づくりを進める区政策提案事業    ３７，０００千円 

  個性を生かした魅力あるまちづくりの推進と，市民の目線で良質なサービスを

提供できる区役所づくりに向けて，全庁を挙げて積極的に区政改革を推進してい

る。その大きな柱である「各区基本計画の推進と区民の声を市政に反映するため

のシステムの構築」を図るために導入した「区政策提案予算システム」により，

新年度予算に向けて初めて，全ての区役所・支所が工夫を凝らした全３６事業を

提案した。この中から，①これまでの区民とのパートナーシップの取組が結実し

たもの，②今回の予算化を契機に区民とのパートナーシップの強化が一層期待で

きるもの，③区の特性を踏まえ，よりきめ細かな施策（地域の安心安全を進める

事業等）を展開するもの，という３つの視点から精査し，次の５つの事業につい

て予算に計上した。 

＊「区政策提案予算システム」：区長が区民の声を踏まえて自らのマネジメント

により抽出した各区の重点課題に基づき，区役所が主体的に独自事業を企画

し，予算要求も行う新たな仕組み。平成１７年度予算要求で試行実施した。 

 

＜事業概要＞ 

 ○上京区役所上京歴史探訪館（仮称）の開設          ６，０００千円 

  … 区内の歴史・文化資産の活用と地域の活性化を図る「上京歴史小路構想」を

推進し，観光情報の収集・発信などの拠点となる「上京歴史探訪館」（仮称）

を開設するとともに，地域住民を核とした運営団体を設立する。 

○中京区役所まちなかの緑化推進（中京区総合庁舎屋上等緑化） １０，０００千円 

  … 芝生敷設などの緑化により中京区総合庁舎屋上等を緑化啓発の拠点に位置づ

け，区民参加による維持管理や子どもの集う「みどりの広場」としての活用な

どを通じて，緑化運動を推進する。 

 ○山科区役所「交通安全やましなプラン」の推進       １１，５００千円 

  … 交通事故防止のため区民自らが策定した「交通安全やましなプラン」におい

て改善が必要とされた危険箇所について，カーブミラーの設置など簡易で効果

の高い改善を区民とのパートナーシップにより実施する。 

 ○西京区役所「なくそう犯罪」みんなで進める西京安心安全のまちづくり   ７，５００千円 

  … 地域住民にとって身近な「町」を単位とする自主的な防犯活動に対する支援

などにより，「犯罪のない安全なまち」の実現を図る。 

 ○伏見区役所いきいきタウン「伏見／東灘」（仮称）     ２，０００千円 

  … 「酒どころ」としての酒蔵や町家そして伝統行事など多くの文化観光資源を

有する両区がまちの魅力を競い合い，相互発信し，地域の活性化と観光振興を

図る。 


